
 環境問題への取組について。デコ

活とは、資料２にありますように、

2050年カーボンニュートラル及び

2030年度削減目標の実現に向け、国

民自らが自身の行動を変え、ライフ

スタイルの転換をしていくよう後押

しするための国民運動です。 

 2022年10月に発足しましたが、資

料２の３ページ目を見ていただけれ

ば分かるように、まだまだ国民全体

への認知度が広がっていないのが現

状です。この運動は、脱炭素につな

がる将来の豊かな暮らしの全体像を

紹介するために、国、自治体、企

業、各種団体が連携して、市民の皆

さんの脱炭素推進行動への参加意識

を高めていこうとするものです。 

 資料２の３ページにあるように、

2022年３月の博報堂調査第２回生活

者の脱炭素意識＆アクション調査に

よると、９割の方々が脱炭素という

用語を認知している一方で、そのた

めに何をしたらよいか分からないな

ど、具体的行動に結びついていると

は言えない状況にあるとあります。

新居浜市の場合も、市民全体の感覚

としては、博報堂の調査結果とそう

遠くはないような数値が出るように

思われます。 

 2030年の温室効果ガス削減目標に

向けた新居浜市の具体的なアクショ

ンとして、従来から新居浜市が地球

環境問題の活動を推進するために組

織として応援しているにいはま環境

市民会議や新居浜市地球高温化対策

地域協議会の会員の方々に協力と参

加を呼びかけ、新居浜市自身も積極

的に参画し、行動を起こすのがよい

と思いますが、新居浜市のデコ活へ

の参画の現況と今後の対応について

のお考えをお聞かせください。 

 私たちが住む新居浜は、明治の時

代から木を植えてきた町です。住友

２代総理事、伊庭貞剛の語った、別

子全山を旧のあをあをとした姿にし

て、之を大自然にかへさねばならな

いの言葉どおりに、山林保護の方針

の下、別子銅山では100年以上前の

明治時代に元禄からの銅の採掘、製

錬のため荒廃し、はげ山になった別

子の山々での植林活動を、年間

100万本を超える規模で進めてきま

した。その植林の現場を支えたの

が、新居浜に住む私たちの祖父母で

あり、父、母、新居浜市民だと自負

しております。 

 先ほど質問したことと繰り返しに

はなりますが、脱炭素、ＣＯ２削減

は気候変動対策、温暖化防止であり

ます。環境対策先進地、新居浜とし

て、デコ活を新居浜市の環境施策の

柱の一つとして取り上げていくべき

かと思いますが、古川市長のお考え

をお聞かせください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 環境

問題への取組についてお答えいたし

ます。 

 木を植えてきた町についてでござ

います。 

 本市は、環境問題を克服してきた

別子銅山の歴史から学び、先人たち

から受け継いだかけがえのない豊か

な自然を未来へと継承していかなけ

ればならない責務があると認識して

おります。 

 この責任を果たすためには、地球

温暖化対策が極めて重要であり、持

続可能な社会の実現に向けた取組が

求められております。 

 特に、2050年に向けたカーボンニ

ュートラルの実現は、地球温暖化の

進行を抑制するための重要な課題で



あり、ＣＯ２削減に向けた各種施策

に取り組んでおります。具体的に

は、公共施設への太陽光発電設備の

導入やＬＥＤ照明への更新などを順

次進めているところでございます。 

 また、脱炭素社会の実現には、市

民一人一人の意識と行動の変化が不

可欠であり、そのためには日常生活

の中で実現可能な取組を広めること

が重要でございます。ライフスタイ

ルの転換として、食品ロスの削減や

エコグッズの普及を進めるデコ活ア

クションを、まずは市職員が積極的

に取り組むとともに、市民の皆様に

も広く周知することにより、地域全

体での取組の拡大を図ってまいりま

す。 

 地球温暖化対策には、市民全体の

継続的な取組が重要であると考えて

おりますので、市といたしまして

も、歴史を未来につなぐあかがねの

まちゼロカーボンシティにいはまを

目指して、市域一体となって環境意

識の醸成を図ってまいります。 

○議長（田窪秀道） 近藤市民環境

部環境エネルギー局長。 

○市民環境部環境エネルギー局長

（近藤淳司）（登壇） デコ活（脱

炭素につながる新しい豊かな暮らし

を創る国民運動）についてお答えい

たします。 

 本市のデコ活への参画の現況につ

きましては、現時点ではデコ活への

参画の表明やデコ活宣言は行ってお

りませんが、2050年のカーボンニュ

ートラルに向け、国民全体で機運を

盛り上げる活動であると認識いたし

ております。 

 これまで国の地球温暖化対策の方

針に沿って、2021年にゼロカーボン

シティー宣言、2022年に気候非常事

態宣言を行ってまいりました。 

 また、第３次にいはま環境プラン

において施策、持続可能なまちづく

り、環境意識向上の普及啓発におい

てデコ活も含めた市域一体での取組

が重要であることを明記していると

ころです。 

 今後におきましても、脱炭素の意

識づくりの一環として、ホームペー

ジやＳＮＳ、ロビー展などの機会を

通じて、より一層の周知啓発のた

め、継続的に情報発信するととも

に、新居浜市地球高温化対策地域協

議会やにいはま環境市民会議など、

環境関連団体の皆様にも御協力いた

だき、デコ活への参画について、前

向きに検討してまいります。 

○議長（田窪秀道） 再質問はあり

ませんか。大條雅久議員。 

○２３番（大條雅久）（登壇） 資

料を見ていただければお分かりのと

おり、デコ活といって特別変わった

ことをやろうというわけではない。

誰もがやるクールチョイスとかフー

ドロスをなくそうという、ささいな

日常生活の活動を継続してこつこつ

とみんなでやろうというだけですの

で、特別なものは要らないと思いま

すが、継続させるためには、古川市

長をはじめ、トップが常にそれを口

にして継続をうたう、私たちが周り

の方に呼びかけることだと私も思い

ます。 

 ですから、改めて宣言してくれと

お願いするんではなく、今までやっ

てきたことをきちっと続けていきた

いですが、続けられていないという

反省もみんなで持つべきだという思

いで質問させていただきました。 

 町にはそれぞれの歴史がありま

す。歴史を知ることはその町を知る

だけでなく、好きになったり誇りに

思えるようになるきっかけになった



りします。木を植えた町、新居浜の

歴史をつくられた伊庭貞剛の功績

は、田中正造の明治34年第15回帝国

議会の演説にもあります。広瀬支配

人時代も植林は続けられていました

が、その数が100万本を超えるの

は、伊庭支配人になった後の明治

30年以降です。明治32年１月に、伊

庭は別子銅山を後にして全てを鈴木

馬左也に託して大阪本店に帰りま

す。五ヶ年の跡見返れば雪の山、ま

さしく別子山の……。(ブザー鳴る) 

 


